



























ばかりの松山國雄さんが部室に来られて、 「松本、これから府中運転免許試験場に行く。舘長先生から四年の学生に運転免許を取得させなさいと命じられた。何をどうすればよいか分からない。取りあえず自動車教習所の開設、練習コースの規格や関係法令について指導を受けに行くことにした。 就いては 緒に行ってくれないか」 、 との話。
大学生活もあと一年。単位もほとんどとり終えて四科
目ばかり残してそろそろ 職活動をと暢気 構えて たところでしたから 面白 うな話とばかり二つ返事で引き受けてしまいました。その後、試験コースの規格、道路交通法、交通の教則本その他 教習用教材、練習用車両の規格などについて数回指導を受けに同行したと記憶しています。
そうこうしているうちに、運転練習用に中古車を五台








見のトヨタ自動車教習所の貸コースに移転しました。この貸コースは東名高速道路高架下の多摩川の河川敷にあって、 現在 警視庁の白バイ 訓 所になってい す。私はといえば授業を必要最低限の出席で済ませ、あ は教習所通い 毎日でした。 ちろんボランティアですからアルバイト料など一切ありません。他 自動車部員も同様です。
そんな素人の教えでも、練習に来てくれた教習生は二








る、などの言説もありましたが、これは元気づけの与太話で、昭和四〇年といえば、日本は東京オリンピックを見事に成し遂げ、高速道路も続々と計画され、マイカーも徐々に普及 つつある時期で、舘長先生が らの動きをいち早く察知して、 これからは自動車の時代になる卒業生には全員運転免許証を取らせて就職戦線に送り出そうと構想され、 この事業に着手されたと聞いています。政経学部の第一回卒業生が昭和四〇年、続い 工学部、法学部、文学部と完成年次を迎え 卒業して くわけですから、就職のことは最重要課題 あったと思います。
三年次の大半は、学生募集のお手伝いでドライバーと




品川八山橋から箱根芦ノ湖ま 伴走車の運転を務めました。今から考えると何とも無謀な話で、自動車部 部員とはいえアマチュアです。プロのドライバーに比べて未熟な学生にこのように重要な任務 任せるということが行われた訳ですから。
学校も陸上部もお金が無かったのは確かだったと思い
ますが、一方でこれはと見込んだら若くても 未熟とにかく任せてやらせるというのが舘長先生のやり方だったように思います。そんな雰囲気の中 学生時代過ごし、陸上部以外にも多くのクラブ 方々と交流を持つことが出来たことは 本当に良い思い出となっています。今でもその頃からご交誼を頂いて る諸先生方が沢山いることが何よりの財産であり励み なっています。
